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(57)【要約】

【課題】本発明は、視力が弱い者にも十分な地図情報を

提供できる立体地図装置の提供を目的とする。

【解決手段】本発明の立体地図装置は、立体地図３と、

立体地図３の所定箇所に設けられる少なくとも１つの操

作部材Ｐ１からＰ１６と、操作部材Ｐ１からＰ１６に電

気的に接続される制御回路４５と、制御回路４５に接続

される電子機器４９と、を備え、制御回路４５は、操作

部材Ｐ１からＰ１６が地図使用者によって操作されたこ

とを検知して、制御信号を電子機器４９に送信する制御

信号送信機能を有し、電子機器４９は制御信号に対応す

る音声情報を出力する音声情報出力機能を有する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 立 体 地 図 装 置 で あ っ て 、

　 立 体 地 図 と 、

　 前 記 立 体 地 図 の 所 定 箇 所 に 設 け ら れ る 少 な く と も １ つ の 操 作 部 材 と 、

　 前 記 操 作 部 材 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 制 御 回 路 と 、

　 前 記 制 御 回 路 に 接 続 さ れ る 電 子 機 器 と 、 を 備 え 、

　 前 記 制 御 回 路 は 、 前 記 操 作 部 材 が 地 図 使 用 者 に よ っ て 操 作 さ れ た こ と を 検 知 し て 、 制 御

信 号 を 前 記 電 子 機 器 に 送 信 す る 、 制 御 信 号 送 信 機 能 を 有 し 、

　 前 記 電 子 機 器 は 、 前 記 制 御 信 号 に 対 応 す る 音 声 情 報 を 出 力 す る 、 音 声 情 報 出 力 機 能 を 有

す る 立 体 地 図 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 操 作 部 材 は 、 前 記 立 体 地 図 の 所 定 箇 所 に 少 な く と も ２ つ 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １

に 記 載 の 立 体 地 図 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 所 定 箇 所 は 、 前 記 立 体 地 図 に お け る 特 異 的 地 形 ま た は 所 定 の 施 設 に 対 応 し た 場 所 で

あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 立 体 地 図 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 電 子 機 器 は 、 ス ピ ー カ 、 コ ン ピ ュ ー タ 、 携 帯 電 話 端 末 お よ び タ ブ レ ッ ト 端 末 の 少 な

く と も い ず れ か １ つ で あ る 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 立 体 地 図 装 置

。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 立 体 地 図 に は 、 通 路 に 対 応 す る 場 所 に 点 字 ブ ロ ッ ク を 模 し た 凸 部 材 が 設 け ら れ 、 前

記 操 作 部 材 は 前 記 凸 部 材 の 近 傍 に 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 項

に 記 載 の 立 体 地 図 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 種 々 の 情 報 を 提 供 す る こ と が で き る 立 体 地 図 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 ほ と ん ど の 地 図 は 平 面 的 な も の で あ っ た 。 地 図 の 使 用 者 は 、 そ の 平 面 的 な 地 図 の

模 様 、 記 号 、 文 字 な ど か ら 、 視 覚 情 報 と し て 地 図 情 報 を 取 得 し て い た 。 し か し な が ら 、 視

力 が 弱 い 者 は 、 平 面 的 な 地 図 か ら は 十 分 な 地 図 情 報 を 得 る こ と が で き な い 場 合 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 視 力 が 弱 い 者 で も 、 地 図 か ら 種 々 の 地 図 情 報 を 取 得 で き る よ う に す る た め に 、 音 声 に よ

っ て 情 報 を 提 供 す る 発 明 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。 こ の 発 明 は 、 地 図 の 所 定 個 所

に 突 起 を 形 成 し 、 こ の 突 起 を 指 な ど で 押 す こ と に よ っ て 、 突 起 位 置 の 音 声 情 報 を 登 録 し 、

ま た 音 声 を 再 生 出 力 で き る 機 能 を 有 し て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ４ ０ ５ ４ ６ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の 発 明 で 用 い ら れ る 地 図 は 平 面 的 な も の で あ る 。 こ の た め 、

施 設 や 地 形 な ど を 具 体 的 に 認 識 す る の が 困 難 で あ っ た 。 そ こ で 本 発 明 は 、 立 体 的 な 地 図 と

音 声 出 力 機 能 を 組 み 合 わ せ る こ と で 、 視 力 の 弱 い 者 で も 、 十 分 な 地 図 情 報 を 取 得 で き 、 施

設 や 地 形 を 具 体 的 に 認 識 で き る 立 体 地 図 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 立 体 地 図 装 置 で あ っ て 、 立 体 地 図 と 、 立 体 地 図 の 所 定 箇 所 に 設 け ら れ る 少 な

く と も １ つ の 操 作 部 材 と 、 操 作 部 材 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 制 御 回 路 と 、 制 御 回 路 に 接 続 さ

れ る 電 子 機 器 と を 備 え て い る 。 制 御 回 路 は 、 操 作 部 材 が 地 図 使 用 者 に よ っ て 操 作 さ れ た こ

と を 検 知 し て 、 制 御 信 号 を 電 子 機 器 に 送 信 す る 、 制 御 信 号 送 信 機 能 を 有 し 、 電 子 機 器 は 、

制 御 信 号 に 対 応 す る 音 声 情 報 を 出 力 す る 音 声 情 報 出 力 機 能 を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 以 上 の よ う な 構 成 に よ り 、 視 力 が 弱 い 者 が 立 体 地 図 に 指 で 触 れ る こ と に よ り 、 施 設 や 特

異 的 な 地 形 な ど を 感 じ 取 る こ と が で き る 。 そ し て 、 各 施 設 等 の 近 傍 に は 、 操 作 部 材 が 設 け

ら れ て お り 、 使 用 者 が こ の 操 作 部 材 に 触 れ る こ と が で き る 。 使 用 者 が 操 作 部 材 に 触 れ る と

、 制 御 信 号 が 電 子 機 器 に 送 信 さ れ 、 そ の 操 作 部 材 に 対 応 す る 音 声 情 報 が 出 力 さ れ る 。 こ れ

に よ り 、 視 力 が 弱 い 者 で あ っ て も 、 事 前 に 立 体 地 図 装 置 で 施 設 や 地 形 の 場 所 や 種 類 を 学 ぶ

こ と が で き 、 実 際 に 施 設 を 利 用 し た り す る 場 合 に 戸 惑 う こ と が な い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 立 体 地 図 装 置 は 、 視 力 の 弱 い 者 が 事 前 に 施 設 や 地 形 を 覚 え る の に 役 立 つ 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 立 体 地 図 装 置 に 用 い る 立 体 地 図 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 立 体 地 図 装 置 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ２ に 開 示 し た 立 体 地 図 装 置 の 制 御 回 路 お よ び 操 作 部 材 を 示 す 概 略 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 使 用 者 が 操 作 部 材 に 触 れ た 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 立 体 地 図 装 置 の 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 以 下 に 説 明 す る 。 な お 、 説 明

に お い て 、 共 通 す る 部 分 は 同 じ 符 号 を 付 し 、 重 複 す る 説 明 は 適 宜 省 略 す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

［ 立 体 地 図 の 概 要 ］

　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 立 体 地 図 装 置 １ は 、 鉄 道 駅 を 模 し た 立 体 地

図 ３ を 備 え て い る 。 こ の 立 体 地 図 ３ は 、 連 絡 階 段 ５ を 介 し て 下 層 階 ３ ａ と 上 層 階 ３ ｂ と に

分 か れ て い る 。 下 層 階 ３ ａ に は 、 第 １ 出 入 口 ７ ａ が 設 け ら れ て い る 。 第 １ 出 入 口 ７ ａ か ら

駅 構 内 へ は 下 層 自 由 通 路 ９ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 下 層 自 由 通 路 ９ ａ の 左 右 両 側 に は 、 店 舗

１ １ を 模 し た 模 型 が 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 下 層 自 由 通 路 ９ ａ の 右 側 に は 、 エ ス カ レ ー タ １ ３ を 模 し た 模 型 が 配 置 さ れ て い る 。 ま た

、 下 層 自 由 通 路 ９ ａ の 左 側 に は 、 在 来 線 改 札 口 １ ５ を 模 し た 模 型 が 配 置 さ れ て い る 。 在 来

線 改 札 口 １ ５ の 近 傍 に は 、 階 段 １ ７ を 模 し た 模 型 が ２ つ 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 ２ つ の 階

段 １ ７ の 間 に は 、 ト イ レ １ ９ を 模 し た 模 型 が 配 置 さ れ て い る 。 在 来 線 改 札 口 １ ５ を 入 っ た

正 面 左 側 に は 、 在 来 線 待 合 室 ２ １ を 模 し た 模 型 が 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 下 層 自 由 通 路 ９ ａ の 正 面 に は 、 連 絡 階 段 ５ を 模 し た 模 型 が 配 置 さ れ て い る 。 連 絡 階 段 ５

の 近 傍 に は 、 エ レ ベ ー タ ２ ３ を 模 し た 模 型 が 配 置 さ れ て い る 。 連 絡 階 段 ５ を 上 が っ た 上 層

階 ３ ｂ に は 、 上 層 自 由 通 路 ９ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 上 層 自 由 通 路 ９ ｂ の 右 側 に は 、 観 光 案

内 所 ２ ５ を 模 し た 模 型 が 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 上 層 自 由 通 路 ９ ｂ の 左 側 に は 、 旅 行 代 理

店 ２ ７ お よ び 有 人 の 乗 車 券 売 場 ２ ９ を 模 し た 模 型 が そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 上 層 自 由 通 路 ９ ｂ の 正 面 に は 、 第 ２ 出 入 口 ７ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 乗 車 券 売 場 ２

９ の 隣 に は 、 新 幹 線 改 札 口 ３ １ を 模 し た 模 型 が 配 置 さ れ て い る 。 新 幹 線 改 札 口 ３ １ の 隣 に

は 、 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア ３ ３ を 模 し た 模 型 が 配 置 さ れ て い る 。 新 幹 線 改 札 口 ３ １ を 入 っ
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た 正 面 に は 、 ト イ レ ３ ５ を 模 し た 模 型 が 配 置 さ れ て い る 。 そ の ト イ レ ３ ５ の 左 右 両 側 に は

、 階 段 ３ ７ を 模 し た 模 型 が 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 新 幹 線 改 札 口 ３ １ の 左 右 両 側 に も 、 階 段 ３ ９ を 模 し た 模 型 が 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 新

幹 線 改 札 口 ３ １ か ら 入 っ て 右 側 に は 、 新 幹 線 待 合 室 ４ １ を 模 し た 模 型 が 配 置 さ れ て い る 。

さ ら に 、 新 幹 線 改 札 口 ３ １ か ら 入 っ て 左 側 に は 、 在 来 線 乗 換 口 ４ ３ を 模 し た 模 型 が 配 置 さ

れ て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

［ 操 作 部 材 の 配 置 ］

　 次 に 、 図 ２ に 基 づ い て 、 例 と し て 操 作 部 材 Ｐ １ か ら Ｐ １ ３ の 配 置 に つ い て 説 明 す る 。 本

実 施 形 態 の 操 作 部 材 Ｐ １ か ら Ｐ １ ３ は 、 導 電 性 の ピ ン か ら な る 。 操 作 部 材 Ｐ １ か ら Ｐ １ ３

は 、 立 体 地 図 ３ の 各 施 設 に 対 応 し た 場 所 に 配 置 さ れ て い る 。 図 ２ に お い て 、 操 作 部 材 Ｐ １

は 、 第 １ 出 入 口 ７ ａ に 配 置 さ れ て い る 。 操 作 部 材 Ｐ ２ ， Ｐ ３ は 、 店 舗 １ １ の 近 傍 に 配 置 さ

れ て い る 。 操 作 部 材 Ｐ ４ は 、 在 来 線 改 札 口 １ ５ の 外 側 近 傍 に 配 置 さ れ て い る 。 操 作 部 材 Ｐ

５ は 、 在 来 線 改 札 口 １ ５ の 内 側 近 傍 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 操 作 部 材 Ｐ ６ は 、 在 来 線 改

札 口 １ ５ に 隣 接 し た 階 段 １ ７ の 近 傍 に 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 操 作 部 材 Ｐ ７ は 、 乗 車 券 売 場 ２ ９ の 近 傍 に 配 置 さ れ て い る 。 操 作 部 材 Ｐ ８ は 、 新 幹 線 改

札 口 ３ １ の 外 側 近 傍 に 配 置 さ れ て い る 。 操 作 部 材 Ｐ ９ は 、 新 幹 線 改 札 口 ３ １ の 内 側 近 傍 に

配 置 さ れ て い る 。 操 作 部 材 Ｐ １ ０ は 、 在 来 線 乗 換 口 ４ ３ の 近 傍 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、

操 作 部 材 Ｐ １ １ は 、 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア ３ ３ の 近 傍 に 配 置 さ れ て い る 。 操 作 部 材 Ｐ １ ２

は 、 第 ２ 出 入 口 ７ ｂ の 近 傍 に 配 置 さ れ て い る 。 そ の 他 、 操 作 部 材 Ｐ １ ３ は 、 連 絡 階 段 ５ の

近 傍 に 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 操 作 部 材 Ｐ １ か ら Ｐ １ ３ と し て 、 導 電 性

の ピ ン を 用 い て い る が 、 後 述 の 制 御 回 路 ４ ５ に 制 御 信 号 を 送 信 で き る も の で あ れ ば 、 所 定

の ス イ ッ チ な ど を 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

［ 制 御 回 路 ］

　 次 に 、 図 ３ に 基 づ い て 、 制 御 回 路 ４ ５ に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の 制 御 回 路 ４ ５ は

、 デ ジ タ ル 回 路 で あ る 。 制 御 回 路 ４ ５ に は 、 ３ 番 か ら ９ 番 お よ び １ ４ 番 か ら １ ６ 番 の 、 合

計 ９ 個 の 入 力 端 子 Ｔ ３ か ら Ｔ ９ お よ び Ｔ １ ４ か ら Ｔ １ ６ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 各 入

力 端 子 に 導 線 Ｌ ３ か ら Ｌ ９ お よ び Ｌ １ ４ か ら Ｌ １ ６ を 介 し て ９ 個 の 操 作 部 材 （ ピ ン ） Ｐ ３

か ら Ｐ ９ お よ び Ｐ １ ４ か ら Ｐ １ ６ が 接 続 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 の 制 御 回 路 ４

５ は 、 ９ チ ャ ネ ル の 制 御 信 号 を 出 力 す る こ と が で き る 。 制 御 信 号 は 、 Ｕ Ｓ Ｂ 端 子 ４ ７ か ら

後 述 の 電 子 機 器 ４ ９ へ 出 力 で き る よ う に な っ て い る 。 Ｇ Ｎ Ｄ 端 子 Ｔ Ｇ は 、 接 地 さ れ て い る

。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 次 に 、 各 操 作 部 材 （ ピ ン ） Ｐ ３ か ら Ｐ ９ お よ び Ｐ １ ４ か ら Ｐ １ ６ と 制 御 回 路 ４ ５ の 機 能

を 簡 単 に 説 明 す る 。 こ こ で は 、 パ ル ス 出 力 端 子 Ｔ ２ と 、 ３ 番 か ら ５ 番 の 入 力 端 子 Ｔ ３ か ら

Ｔ ５ を 例 に し て 説 明 す る 。 パ ル ス 出 力 端 子 Ｔ ２ か ら は 、 一 定 周 期 で 矩 形 波 状 の パ ル ス 信 号

が 出 力 さ れ て い る 。 そ し て 、 パ ル ス 出 力 端 子 Ｔ ２ か ら 出 力 さ れ る パ ル ス 信 号 の 立 ち 上 が り

と 、 各 入 力 端 子 Ｔ ３ か ら Ｔ ５ に 入 力 さ れ る パ ル ス 信 号 の 立 ち 上 が り が 計 測 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 パ ル ス 出 力 端 子 Ｔ ２ と 各 入 力 端 子 Ｔ ３ か ら Ｔ ５ と 間 に は 抵 抗 Ｒ ３ か ら Ｒ ５ が 設 け ら れ て

い る 。 使 用 者 が 操 作 部 材 Ｐ ３ か ら Ｐ ５ に 触 れ て い な い 状 態 で は 、 各 入 力 端 子 Ｔ ３ か ら Ｔ ５

に は パ ル ス 出 力 端 子 Ｔ ２ の パ ル ス 信 号 の 立 ち 上 が り か ら 所 定 時 間 遅 れ て 矩 形 波 状 の パ ル ス

信 号 が 入 力 さ れ る 。 一 方 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 使 用 者 が ３ 番 の ピ ン Ｐ ３ に 触 れ た 場 合 、 当

該 使 用 者 が キ ャ パ シ タ と な る 。 こ の た め 、 入 力 端 子 Ｔ ３ に 入 力 さ れ る パ ル ス 信 号 の 立 ち 上

が り が 鈍 り 、 矩 形 波 状 の パ ル ス で は な く な る 。 制 御 回 路 ４ ５ は 、 当 該 パ ル ス の 立 ち 上 が り

の 変 化 を 検 出 し 、 使 用 者 が ３ 番 の 操 作 部 材 Ｐ ３ に 触 れ た こ と を 検 知 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】
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　 Ｕ Ｓ Ｂ 出 力 端 子 ４ ７ か ら は 、 使 用 者 が ３ 番 の 操 作 部 材 Ｐ ３ に 触 れ た と い う 制 御 信 号 が 出

力 さ れ る 。 制 御 信 号 は 、 電 子 機 器 ４ ９ に 送 ら れ る 。 電 子 機 器 ４ ９ に は ソ フ ト ウ ェ ア が 組 み

込 ま れ て お り 、 ３ 番 の 操 作 部 材 Ｐ ３ に 対 応 し た 音 声 情 報 を 出 力 す る 。 例 え ば 、 ３ 番 の 操 作

部 材 Ｐ ３ が 店 舗 に 対 応 す る も の で あ る 場 合 は 、 「 店 舗 で す 」 と い う 音 声 情 報 を 出 力 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

［ 電 子 機 器 ］

　 電 子 機 器 ４ ９ と し て は 、 コ ン ピ ュ ー タ が 用 い ら れ て い る 。 電 子 機 器 ４ ９ は 、 制 御 回 路 ４

５ と 接 続 す る た め の イ ン タ ー フ ェ ー ス を 備 え て い る 。 ま た 、 電 子 機 器 は 、 ス ピ ー カ （ 図 示

略 ） を 備 え て い る 。 こ の た め 、 制 御 回 路 ４ ５ か ら 送 ら れ た 制 御 信 号 に 対 応 し た 音 声 情 報 を

出 力 す る こ と が で き る 。 な お 、 電 子 機 器 ４ ９ と し て は 、 コ ン ピ ュ ー タ に 限 定 さ れ る も の で

は な く 、 携 帯 電 話 端 末 、 タ ブ レ ッ ト 端 末 あ る い は ス ピ ー カ な ど を 用 い て も よ い 。 ま た 、 こ

れ ら を 組 み 合 わ せ る よ う に 、 複 数 の 電 子 機 器 ４ ９ を 備 え る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

［ 作 用 ］

　 図 ２ に 戻 り 、 本 実 施 形 態 に 係 る 立 体 地 図 装 置 １ の 作 用 に つ い て 詳 述 す る 。 こ の 立 体 地 図

装 置 １ は 、 視 力 が 弱 い 者 に よ る 使 用 を 想 定 し て い る 。 使 用 者 は 、 介 助 者 の 助 け を 借 り て 、

指 で 第 １ 出 入 口 ７ ａ を 触 る 。 第 １ 出 入 口 ７ ａ の 近 傍 に は 操 作 部 材 Ｐ １ が 設 け ら れ て お り 、

使 用 者 が こ の 操 作 部 材 Ｐ １ に 触 れ る こ と で 、 「 第 １ 出 入 口 で す 」 と い う 音 声 情 報 が 電 子 機

器 ４ ９ か ら 出 力 さ れ る 。 さ ら に 、 使 用 者 が 第 １ 出 入 口 ７ ａ の 近 く を 指 で な ぞ る と 、 店 舗 １

１ に 対 応 し た 操 作 部 材 Ｐ ２ ， Ｐ ３ に 触 れ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 電 子 機 器 ４ ９ か ら

「 店 舗 で す 」 と い う 音 声 情 報 が 出 力 さ れ る 。 こ の た め 、 使 用 者 は 、 第 １ 出 入 口 ７ ａ の 近 く

に 店 舗 １ １ が あ る こ と を 学 習 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 使 用 者 は 、 点 字 ブ ロ ッ ク を 模 し た 帯 状 凸 部 材 ５ １ を 触 り な が ら 、 駅 構 内 の 施 設 の 配 置 を

学 習 す る 。 例 え ば 、 下 層 自 由 通 路 ９ ａ に は 、 在 来 線 出 入 口 １ ５ の 模 型 が 設 け ら れ て お り 、

そ の 近 傍 に 操 作 部 材 Ｐ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 使 用 者 が そ の 操 作 部 材 Ｐ ４ に 触 れ る と 「 在 来

線 入 口 で す 」 と い う 音 声 情 報 が 電 子 機 器 ４ ９ か ら 出 力 さ れ る 。 ま た 、 下 層 階 ３ ａ と 上 層 階

４ ａ と の 間 に 設 け ら れ た 連 絡 階 段 ５ の 近 傍 に も 操 作 部 材 Ｐ １ ３ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の た

め 、 使 用 者 が こ の 操 作 部 材 Ｐ １ ３ に 触 れ る と 「 上 層 階 へ の 登 り 階 段 で す 」 と い う 音 声 情 報

が 電 子 機 器 ４ ９ か ら 出 力 さ れ る 。 以 上 と 同 様 に 、 立 体 地 図 ３ に は 各 施 設 や 特 異 な 地 形 に 対

応 す る 位 置 に 操 作 部 材 が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 各 操 作 部 材 に 触 れ る こ と で 、 そ れ ら の

施 設 等 の 位 置 と 種 類 を 学 習 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 事 前 に こ の 立 体 地 図 装 置 １ で 学

習 す る こ と で 、 視 力 が 弱 い 者 が 初 め て 訪 れ る 場 所 で あ っ て も 、 施 設 内 を 円 滑 に 歩 行 す る こ

と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

１ 　 立 体 地 図 装 置

３ 　 立 体 地 図

Ｐ １ か ら Ｐ １ ６ 　 操 作 部 材

４ ５ 　 制 御 回 路

４ ９ 　 電 子 機 器
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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